
R６ 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

【活動場所】

天竜福祉工場内

【実施日程】

【実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要】

【利用者数】

22名

＜目的＞

【利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい】

【利用者にとってのメリット】

＜成果＞

【実施した結果・得られた成果】

【課題点】

・安全教育及び作業説明の出前講座を実施。工場作業に於ける危険ポイントや資源物の分別について解りやすく

伝える為、ソーシャルワーカーの皆様より助言を受けながら、イラスト付きやルビ振りの資料で説明を実施した。

・説明会終了後には皆様からの積極的に質問をいただき、良い意見交換の場となった。

令和5年11月24日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 天竜福祉工場 事業所番号 2217260013

住　所 浜松市浜名区於呂4201-9 管理者名 井上　裕一

電話番号 053-583-1131 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

利用者からの意見・評価

①プラスチック製容器包装とプラスチックでもリサイクルできないものの違いが分かった。

②電池や注射針などの不適物を取り除けるようにがんばりたい。

③一歩間違えれば怪我をしてしまうので、しっかり保護具を身に着けて作業をしたい。

浜松市天竜清掃工場（天竜エコテラス）施設整備運営事業の

破砕セクターにおけるプラスチック製容器包装処理運転の手

選別業務にかかる分別出前講座

・プラスチック製容器包装手選別業務に従事するにあたり、

プラスチックごみの問題を知るとともに、プラスチック製品

のリサイクルについて学び、リサイクルできるプラスチック

製容器包装の定義を知る。

・リサイクルできない不適物、特に危険な不適物を知ること

で、安全な業務遂行ができるようになる。

令和５年12月の試運転開始、令和６年４月の本稼働開始に向

け、一定の知識を得ることができ、安全な業務遂行にあたり

意識すべきポイントや必要物品の確認ができた。

新たに従事する利用者がある場合に、都度、同等の講座を開

催する必要がある。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者） 新明和工業株式会社　大山啓介

様式２


